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区ビジョンまちづくり計画の概要

緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち

区の将来像

Ⅰ 豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち

目指す区の姿（基本方針）

Ⅳ 未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち

Ⅲ 創造的な産業を育む活力のあるまち

Ⅱ 人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち

Ⅴ 区民がまちづくりの主役として輝くまち

区ビジョンまちづくり計画とは、区におけるまちづくりの基本的な方針として「にいがた未来ビジョン」（新潟市総合計画）の一部に位置づけ

られている「区ビジョン基本方針」に基づく、まちづくりの具体的な取り組みを示したものです。

区では、区民と行政が区の目指す方向性を共有し、お互いに役割を分担しながら、地域の特性を活かした個性あふれるまちづくりを協働で進め

ていきます。

１ 都市機能の向上

２ 憩いの空間づくり

１ いつまでも安心して安全に暮らせるまちづくり

２ 健やかにいきいきと暮らせるまちづくり

１ 創造的な産業の育成

２ 活力と賑わいのあるまちなかの創出

１ 地域と共に創る子どもたちの未来

２ 文化が花開きスポーツの盛んなまちづくり

１ 区民と共に歩む協働のまち

２ 区民の声を大切にする区役所づくり

まちづくりの方向性

にいがた未来ビジョン
（2015～2022年度 ）

区ビジョンまちづくり計画

基本計画
（2015～2022年度）

第3次実施計画
（2019～2020年度）

具体化

区において今後２年間

で重点的に取り組む内容

を掲載しています。

実施計画は変化の激し

い社会・経済状況に機敏

に対応させるため２年ご

とに策定します。

また、各年度において

取り組みの検証と修正を

行うなど、限られた経営

資源を有効に活かしてい

きます。

第1次
(2015-2016)

第2次
(2017-2018)

第3次
(2019-2020)
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豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち

〇主要な道路の結節点やＪＲ信越本線を有する交通の要衝としての利便性を活かして、

人と物が交流し誰もがいきいきと快適に生活できるよう、道路や公共交通などの

環境整備を進め、都市機能の向上を図ります。

〇緑豊かに広がる田園風景と信濃川、阿賀野川、小阿賀野川を結ぶ水と緑のネット

ワークづくりやその活用と、資源循環型社会の構築を目指した環境にやさしいまち

づくりを推進するなど、自然環境との共生を図り、未来の世代につなげます。

【基本方針Ⅰ】
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基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち

（１）道路網の充実

2019年度の実績 2020年度の計画

1

（主）新潟中央環状道路整
備
【横越バイパス工区～
　　　　　　酒屋町工区】

　本事業により、新潟空港、新潟東港などの国際交通拠点を
効果的に連結するとともに、日本海東北自動車道や国道49
号とのアクセス向上を図ります。また、江南区の新たな物流
軸の構築や地域の活性化を支援するとともに，円滑な交通の
確保を目指します。

用地買収、道路整備 用地買収、道路整備

2
都市計画道路・主要幹線道
路整備

　都市計画道路、主要幹線道路の整備により、市街地での渋
滞緩和を図るとともに、他区へのアクセス向上や災害時の道
路網の強化、避難・緊急輸送機能を高めます。

【亀田地区】
・亀田中央線
　（用地買収、道路整備）
・新潟新津線［亀田跨線橋］
　（JR委託（電化柱移設））
【大江山地区】
・新潟亀田内野線［北山拡幅］
　（道路整備）

【亀田地区】
・亀田中央線
　（道路整備）
・新潟新津線［亀田跨線橋］
　（JR委託（電化柱移設））
【大江山地区】
・新潟亀田内野線［北山拡幅］
　（用地買収）

3 市道整備
　各地区の市道を整備することにより、幹線道路等へのアク
セスの改善や交通の利便性向上、安全及び円滑な交通の確保
を図ります。

【亀田地区】
・亀田252号線（道路整備）
【曽野木地区】
・南7-346号線他
　（道路整備、供用開始）
・南7-383号線
　（道路整備、供用開始）
【横越地区】
・沢海横越線他
　（阿賀用水路改修等）
・砂崩南線（盛土工事）

【亀田地区】
・亀田252号線（道路整備）
・亀田480号線（用水移設）
【横越地区】
・沢海横越線他（阿賀用水路改
修等）
・砂崩南線（盛土工事）

4 歩道整備
　幹線道路および市道において、歩道を整備することによ
り、歩行者の安全性の向上を図ります。

【両川地区】
・割野酒屋町線（道路整備）

【両川地区】
・割野酒屋町線（道路整備）

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

１ 都市機能の向上１ 都市機能の向上

人と物が交流し、快適に生活できるよう、道路や公共交通などの環境整備を進め、都市機能の向上を図

基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち　　　　　3



（２）公共交通のさらなる利便性の向上

2019年度の実績 2020年度の計画

1 区バスの運行事業

　アスパーク亀田-亀田駅西口-新潟市民病院間を区間とする
区バスの運行について、これまでの利用状況や利用者ニーズ
を踏まえ、運行内容を見直すことで、利用者のさらなる利便
性向上につなげます。

利用状況を踏まえたルートの変
更及び「亀田第一病院前」バス
停の新設（令和2年４月１日か
ら）

区バスのさらなる利便性向上に
向けた取り組みの実施（ダイヤ
見直し等）

2 住民バスの運行支援事業

　各地域の生活交通の確保に向けて、既存住民バスへの運行
支援を継続するとともに、人口減少対策に向けたワーク
ショップでの課題などを踏まえ、地域に真に必要な交通体系
の構築に向けて、住民と共に検討します。

補助金による運行支援
・補助金による運行支援
・各地域にふさわしい交通体系
の検討、構築に向けた支援

3
つかいやすい公共交通環境
の構築

　区内の多様な交通の利便性等について、利用する地域住民
や公共交通関係者が検討・実践することで、より地域が使い
やすい公共交通の実現を目指すとともに、過度な自動車依存
からの転換を推進します。

・江南区生活交通改善プランを
改定（令和2年３月）
・両川での意見交換会
（11/26）
・大江山での意見交換会
（7/10・10/25）
・バス乗車体験会（亀田東小学
校２年生・9/25）

・新たな交通改善プランに基づ
き、各公共交通機関の連携強化
に向けた検討・実践
・地域との意見交換の実施
・バス乗車体験学習会の実施

4
二本木地区開発事業
（新駅設置・パーク＆ライ
ド）

（仮称）江南駅周辺土地区画整理事業による新駅の創設と合
わせ、駅前広場やパーク＆ライド駐車場および都市計画道路
等の公共施設整備を検討します。

公共施設整備の検討・課題整理 公共施設整備の検討

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち　　　　　4



（３）計画的な土地利用

2019年度の実績 2020年度の計画

1
江南区未来づくりプロジェ
クト

　江南区の豊かな田園・自然環境や、充実した商工業、良質
な住宅地、交通網などの強みを最大限活かすための方策につ
いて、江南区まちづくり協議会や地域住民とともに検討・実
践します。

・江南区PRリーフレット「こう
なんです　こうなんく」の作
成、発信
・人口減少対策に向けたワーク
ショップの開催（４中学校区着
手）

・江南区まちづくり協議会とと
もに「雇用創出」「居住促進」
「交通環境」の視点で、区の強
みを活かす方策の検討・実践
・江南区まちづくり協議会から
の提言を踏まえながら、今後の
まちづくりの方向性をリーフ
レットに取りまとめ、区民に向
けて発信

2
市場周辺第2地区土地区画
整理事業

　新潟市中央卸売市場機能の補完・強化や市場間競争力の強
化および消費者の高度化・多様化の対応、新たな雇用の創出
など拠点形成に取り組みます。

土地区画整理事業への指導・助
言と技術支援（造成工事・保留
地処分）

土地区画整理事業への指導・助
言と技術支援（保留地処分完
了・解散予定）

3
（仮称）江南駅周辺地区土
地区画整理事業

　土地区画整理事業により新駅を設置するとともに、（主）
新潟中央環状線とJR信越本線の交通結節点における様々な
事業を展開することで、交通拠点の創出など、江南区はもと
より、本市の持続的な発展につなげます。

土地区画整理組合設立準備への
助言・技術支援

土地区画整理組合設立準備への
助言・技術支援

4 農村集落維持活性化事業

　人口流出や高齢化に伴い、地域のつながりや活力低下が懸
念される農村集落において、集落の維持活性化に向けた「田
園集落づくり制度」、「新潟市開発行為等の許可の基準に関
する条例」の周知などの取り組みを進めていきます。

対前年比1.2倍の213戸の開発行
為を許可し、集落の維持活性化
に貢献

「田園集落づくり制度」、「新
潟市開発行為等の許可の基準に
関する条例」周知

新規新たな工業用地の整備促進

　製造業、物流業向けの新たな工業用地の確保のため、企業
誘致プランに基づき、民間事業者等から開発計画の提案を受
けた結果、江南区内において4地区が選定されたことから、
整備促進に取り組み、早期の効果発現を図ります。

両川南、両川東、下早通、新潟
東スマートICの4地区において、
・市街化区域編入
・造成工事着手

第3次工程・数値目標

事業名 事業概要

基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち　　　　　5



基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち

（１）水辺空間の活用

2019年度の実績 2020年度の計画

1
水辺空間に接する自転車道
の活用による健幸づくりの
推進

　阿賀野川フラワーライン・小阿賀野川河川公園など、水辺
空間に接する自転車道をルートとした「いい汗いい食江南健
幸ライド（「区めぐり自転車交流会」からH30名称変更）」
を継続して開催し、環境にやさしい自転車利用による健康づ
くりの推進と交流人口の拡大につなげます。

開催日：令和元年9月8日（日
曜）
会場：区役所スタート ～ 区内の
名所・公園 ～ 区役所ゴール
参加者数：191人

健幸ライドの開催（9月）

2 小阿賀野川の活用
　小阿賀野川に生息する外来種駆除と、交流人口拡大を目的
として「（仮称）小阿賀野川フィッシング大会」の開催を目
指します。

・各関係機関などとの調整
・開催企画案の作成

フィッシング大会の開催（9月）

（３）環境保全対策の推進

2019年度の実績 2020年度の計画

1 江南区美化推進活動

　環境保全・環境美化に対する意識を高めるため、区民、事
業者、行政が連携して行う地域一斉清掃や自治会・町内会が
実施するボランティア清掃を推進します。
（H29　25件、H30 68件）

ボランティア清掃実施団体61件 ボランティア清掃実施団体7０件

2 ぽい捨て防止啓発事業

　美しい江南区の環境を守るため、ぽい捨て禁止の周知を図
り、自治会・町内会とともに美化活動を促進するためぽい捨
て禁止看板の配布、ぽい捨て禁止の普及啓発活動等を行いま
す。

クリーンにいがた推進委員によ
るパトロール実施、啓発看板の
配布・設置

啓発看板の配布
チラシ配布等による啓発活動

第3次工程・数値目標

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

事業概要事業名

２ 憩いの空間づくり

水と緑のネットワークづくりやその活用と、資源循環型社会の構築を目指した環境にやさしいまちづくりを推進するなど、自

然環境との共生を図り、未来の世代につなげます。

基本方針Ⅰ　豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち　　　　　6



人と人とのつながりを大切にする

安心安全なまち

〇震災、風水害、津波災害などさまざまな自然災害から区民の生命と財産を守るため、

地域の特性を踏まえた災害に強いまちづくりを進めます。自らの安全は自ら守り、地

域の安全は地域で守る交通安全・防犯意識の高い地域社会の実現を目指します。

○住み慣れた地域で、生涯を健やかに安心して暮らせるまちを目指します。

誰もが気軽に立ち寄れる場や活動の拠点づくりを進めるとともに、「ふれあいと支え

あい」を大切にし、人と人とのつながりを感じられるまちを目指します。

【基本方針Ⅱ】

7



基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　

（１）　防災力の向上

2019年度の実績 2020年度の計画

1
地域防災力の向上
（江南区安心・安全な地域
づくりの推進）

　地域の防災力向上のため、コミ協や自主防災組織などが開
催する地域防災訓練への支援のため、指導員の派遣や貸し出
し資器材の整備を進めます。また、地域で防災活動に対処で
きる人材を育成するため、中学生に対し防災講習を実施し、
ジュニアレスキュー隊を育成します。

・自主防災組織を新たに１組織
設立
・ジュニアレスキュー隊育成講
習会を公立６中学校で実施
・地域防災訓練への職員の参加
（29回）

・自主防災組織強化に向けた取
り組みの実施
・ジュニアレスキュー隊育成講
習会の実施（公立６中学校）
・コミ協等の防災訓練への支援

2
避難対策の推進
（江南区安心・安全な地域
づくりの推進）

　災害発生時の避難行動に関する啓発活動の実施や避難場所
の円滑な運営を図るため避難所運営体制連絡会を開催すると
ともに防災備蓄品を整備します。また、災害情報の伝達手段
や入手方法について周知徹底することで、地域の安心安全を
強化します。

・イベントを活用した防災啓発
の実施（アスパークまつり、大
江山地区合同防災訓練、秋の火
災予防運動に伴う防火広報イベ
ント）
・公民館と合同で防災講座（イ
ザ！カエルキャラバン！）を開
催
・自治会、町内会より緊急連絡
網を提出してもらった。
・災害備蓄品（エアーマット、
折りたたみベッド、レスキュー
シート等）を整備

・市民向け防災啓発の実施
・災害情報伝達手段の充実
・防災備蓄品の整備

3

地域単位での安心・安全な
地域づくりの推進
（江南区安心・安全な地域
づくりの推進）

　防災・防犯・交通安全等につながる活動の支援および資機
材の整備を地域と協働で進め、安心・安全な地域づくりを推
進します。

・区内８コミ協で実施
（防災訓練、防犯パトロール、
高齢者交通安全教室などの開催
や、防犯灯、防災用テント、投
光器、発電機などの設置など）

区内8コミ協で実施

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

1 いつまでも安心して安全に暮らせるまちづくり

さまざまな自然災害から区民の生命と財産を守るため、地域の特性を踏まえた災害に強いまちづくりを進

基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　　　　　8



（２）　防犯・交通安全の活動強化

2019年度の実績 2020年度の計画

1 防犯活動の強化

　防犯意識を高めるため、警察等関係機関・団体と連携し防
犯キャンペーン等を実施するとともに、区だよりによる防犯
啓発を行います。また、青色回転灯パトロール車等による防
犯パトロールを強化し、犯罪が起こりにくい環境を作るため
地域と連携した防犯活動に取り組みます。

防犯パトロール17回/年 防犯パトロール100回/年

2 交通安全活動の強化

　交通安全運動期間における街頭指導・啓発活動を実施する
とともに、交通安全教室、校区単位での交通安全活動の促進
を図ります。また、高齢者・夜間の交通安全意識啓発に取り
組みます。

交通安全活動94回/年 交通安全活動１２０回/年

第3次工程・数値目標

事業名 事業概要

基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　　　　　9



基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　

（１）　ずっと安心して暮らせる地域づくり

2019年度の実績 2020年度の計画

1
江南区ふれあい・ささえあ
いプランの推進

　各種団体と協働して交流事業や福祉大会を開催すること
で、多世代交流を図るとともに区内の地域福祉を推進し、江
南区地域福祉計画の基本理念「みんなでささえあい安心して
暮らせるまち江南区」の実現を目指します。

・交流事業の開催
（H31.4.21）
・福祉大会の開催（R1.10.19）
・「子どもたちの居場所」延べ
利用者数9,968人（H30：
11,586人）
・売店はるみどりの開催　９回

・交流事業及び福祉大会の開催
・江南区福祉センター内
 「子どもたちの居場所」活性化
・障がい者施設ネットワークの
推進(売店はるみどりへの支援)

2
地域包括ケアシステムの推
進

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよ
う、各地域において、高齢者等を支えるしくみづくりや体制
の整備を進めます。

・新たな支え合いのしくみ整備
（助け合いの学校の開催、地域
の茶の間の開設、地域によるゴ
ミ出し支援や除雪ボランティア
体制の構築など）

・支え合いのしくみづくり会議
（協議体）による、地域資源を
活用した新たな支え合いのしく
みづくりの整備

3
地域で生活をおくる障がい
者支援

　地域課題を洗い出し、必要な社会資源の開発や改善及び関
係機関によるネットワークの構築を行い、住宅で安心して暮
らせる支援体制整備を進めます。

・障がい者地域自立支援協議会
を開催
　 全体会議　4回
　 全体部会　1回
　 ケース会議　3回
　 事務局会議　10回
・新規相談支援事業所２か所開
設に伴う勉強会の実施
・障がい児関係機関代表による
連絡会の開催

・障がい者地域自立支援協議会
の開催
・新規社会資源開設事業所への
バックアップ
・障がい児支援ネットワークの
構築

4
健康寿命延伸に向けた取り
組み

　生活習慣病やフレイルの予防についての知識普及により健
康寿命の延伸に向けた取り組みを推進します。

・地域のお茶の間30か所で健康
教育を実施

・地域のお茶の間で多職種によ
る健康教育を実施

第3次工程・数値目標

事業名 事業概要

2 健やかにいきいきと暮らせるまちづくり

住み慣れた地域で、生涯を健やかに安心して暮らせるまちを目指します。誰もが気軽に立ち寄れる場や活動の拠点づくりを進め

るとともに、「ふれあいと支えあい」を大切にし、人と人とのつながりを感じられるまちを目指します。

基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　　10



（２）子どもを安心して産み育てられるまちづくり

2019年度の実績 2020年度の計画

1
地域で子育て
　～見守る目、見守る心～
　　　　　　　　【新規】

　地域の中に、子育てを見守る目・見守る心の必要性を誰も
が理解し、発信することで、地域全体での子育てを応援する
機運の醸成します。

・子育て応援バッジ配布数
157個
・パパノート約700部を配布。
利用に係るアンケートを実施

・子育て応援バッジの周知・配
布　150個
・パパノートの配付、効果検証

2
「妊娠・子育てほっとス
テーション」の周知強化

　妊娠期からの切れ目のない子育て支援を行うことにより、
安心して産み育てられるよう、身近な相談先である「妊娠・
子育てほっとステーション」の周知を強化し、育児不安等の
早期発見、重症化を予防します。

・妊娠・子育てほっとステー
ションの認知度　72％

・妊娠・子育てほっとステー
ションの認知度　65％

3 亀田東児童館運営事業
　地域児童の健全育成と子育て支援の拠点として、地域社会
と協力連携しながら、子ども達に健全な遊びや情報の提供を
行います。

・利用者数　25,182人 ・利用者数　26,000人

4 地域子育て支援拠点事業
　地域での子育てを支援するため、親子が遊びながら相互の
交流を行う居場所の提供、保護者の子育てに対する不安・悩
みを解消するための相談、情報提供、助言を行います。

・子育て支援センターの利用者
数
　12,343人
・子育て関連施設会議　4回

・地域子育て支援センターの利
用者数　12,000人
・児童館職員を含めて意見交換
の場を年4回開催

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

基本方針Ⅱ　人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち　　11



創造的な産業を育む活力のあるまち

〇地元の多様な農産物を活用することで、農業と商工業の連携による創造的な産業の

育成を図り、江南区ならではの個性と魅力あるものづくりを進めるとともに、新た

な雇用の創出を目指します。

○地域が一体となり、そこに培われた風情や歴史など“地域らしさ”を感じさせる、

活力と魅力にあふれた賑わいのあるまちなかを創出し、交流人口の拡大を目指します。

【基本方針Ⅲ】

12



基本方針Ⅲ　創造的な産業を育む活力のあるまち

（１）農業の振興

2019年度の実績 2020年度の計画

1
農地中間管理機構制度の推
進

　地域農業の高齢化や後継者不足に対応し、将来の農業のあ
り方について地域で話し合い活動を進め、農地中間管理事業
を活用した農地の集積・集約化を進めます。

・新たに5地区で話し合い活動に
着手（累計で28地区）

・新たに４地区で話し合い活動
に着手（累計で32地区）

2
魅力ぎっしり江南区の創造
と発信

　「農」に親しむ機会の提供し、都市近郊の立地条件も活か
しながら地域特産品の知名度の向上を図り、収益性の高い農
業経営の実現を目指します。

・「農」に親しむ機会の提供
12回

・「農」に親しむ機会の提供
４回

3 環境保全型農業の推進
　環境にやさしい持続可能な農業を推進し、化学合成由来の
肥料や農薬の使用量の低減を進め、消費者の安心・安全指向
に応えた農産物の生産を進めます。

20ha
・新潟県特別栽培農産物の認証
のべ面積　24ha

事業概要事業名

第3次工程・数値目標

１ 創造的な産業の育成

地元の多様な農産物を活用することで、農業と商工業の連携による創造的な産業の育成を図り、江南区ならではの個性と魅力あ

るものづくりを進めるとともに、新たな雇用の創出を目指します。

基本方針Ⅲ　創造的な産業を育む活力のあるまち　　13



（２）新たな産業の創出

2019年度の実績 2020年度

1
旬果旬菜いきいきフェスタ
の開催

　江南区の旬の味覚や特産品、加工品の魅力を紹介し、知名
度の向上を図るとともに、高い付加価値を持つ創造的な産業
の育成と販路の拡大、地域産業の育成を図ります。

・旬果旬菜いきいきフェスタを
開催し、地域産業をＰＲした。
・来場者数：約18,000人

・旬果旬菜いきいきフェスタの
開催

2
魅力ぎっしり江南区の創造
と発信

　江南区の特産品や６次化産業による成果を広域的にＰＲす
るため、フードメッセinにいがたへの出展し、販路の拡大と
知名度の向上を図り地域産業の育成を図ります。

・フードメッセinにいがたへの
出展

下段「「食」のブランド強化・
発信事業」に移行

3 地場産業の振興
　地域資源である亀田縞のさらなる活用と販路の拡大を図
り、地域に根差した創造的な産業の育成を図りながら雇用の
拡大を図ります。

亀田縞ブランド推進協議会
参加事業者数　28団体

・亀田縞の区内での活用を推進
する事業の実施　２回

新規
「食」のブランド強化・発
信事業【新規】

　江南区に多数存在する特産農産物や加工品の地域ブランド
を高めるため、フードメッセinにいがたに出展し、販路の拡
大や知名度の向上、および地域産業の育成を図ります。

・フードメッセinにいがたへの
出展

事業名 事業概要

第3次工程・数値目標

基本方針Ⅲ　創造的な産業を育む活力のあるまち　　14



基本方針Ⅲ　創造的な産業を育む活力のあるまち

（１）　まちなかの活性化と交流人口の拡大

2019年度の実績 2020年度の計画

1 商工団体の活動支援
　地元商工団体と連携し、商工業者の活性化に向けた本市支
援制度などを的確に利用していただくことで、江南区におけ
る魅力ある商工業者と商工団体の活動を支援します。

主な商工業等の活性化支援制度
・次世代店舗支援事業
・商店街活性化ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ事業
・生産性向上設備投資補助金等
が全地区で活用

５地区で実施

2 地域商業活性化支援事業

　江南区の拠点商業地である亀田本町周辺商店街と、同地区
の交流の原点である亀田三・九との連携による活性化の取り
組みを支援し、相乗効果で商店街周辺の賑わい創出を図りま
す。

・七夕イベント
・三・九マルシェ
・まちゼミスタンプラリー
（３月に計画した商店街ミニコ
ンサートは中止）

・商工への支援に関する事業の
実施　１回

3
江南区ぐるっと巡って発
見・体験ツアー

　区内の観光資源を発掘、さらに深堀りし、それらを組み合
わせることで魅力を高め、新たな観光コンテンツとして活用
します。また、その情報を発信・提案することで集客と交流
人口の拡大を図ります。

・二次交通支援
・まち歩き、バスツアー
・フォトコンテスト（春・夏部
門）
・VRとドローンを活用した動画
の作成と発信

・観光への支援に関する事業の
実施　２回

4
江南区未来づくりプロジェ
クト（再掲）

　江南区の豊かな田園・自然環境や、充実した商工業、良質
な住宅地、交通網などの強みを最大限活かすための方策につ
いて、江南区まちづくり協議会や地域住民とともに検討・実
践します。

・江南区PRリーフレット「こう
なんです　こうなんく」の作
成、発信
・人口減少対策に向けたワーク
ショップの開催（４中学校区着
手）

・江南区まちづくり協議会とと
もに「雇用創出」「居住促進」
「交通環境」の視点で、区の強
みを活かす方策の検討・実践
・江南区まちづくり協議会から
の提言を踏まえながら、今後の
まちづくりの方向性をリーフ
レットに取りまとめ、区民に向
けて発信

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

２ 活力と賑わいのあるまちなかの創出

地域が一体となり、そこに培われた風情や歴史など“地域らしさ”を感じさせる、活力と魅力にあふれた賑わいのあるまちなか

を創出し、交流人口の拡大を目指します。

基本方針Ⅲ　創造的な産業を育む活力のあるまち　　15



未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち

〇将来を担う大切な人材である子どもたちの健やかな成長に向けて、学校と家庭や地域

が連携して学・社・民の融合により、教育力の向上を図ります。

○先人から受け継がれた歴史や伝統を継承し、多様な文化芸術にふれる機会の創出や市

民が気軽にスポーツに親しめる環境づくりなど、さまざまな個性が発揮でき、生涯に

わたり人が輝くまちを目指します。

【基本方針Ⅳ】
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基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち

（１）　生涯にわたり学びの機会の提供

2019年度の実績 2020年度の計画

1 子ども体験教室
　子どもたちが仲間同士で様々な活動をすることを通じて、
助け合いや協力することについてを学びます。

亀田地区公民館：6事業実施
曽野木地区公民館：5事業実施
横越地区公民館：2事業実施

各地区公民館で実施

2 学習室開放事業
　子どもたちに公民館の学習室を開放し、子どもたちが集中
して学習する場を提供します。

亀田地区公民館：57回提供
曽野木地区公民館：98回提供
横越地区公民館：341回提供

年間を通して実施するほか長期
休暇など随時

事業名 事業概要

第3次工程・数値目標

１ 地域と共に創る子どもたちの未来

将来を担う大切な人材である子どもたちの健やかな成長に向けて、学校と家庭や地域が連携して学・社・民の融合により、教育

力の向上を図ります。

基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち　　　　　17



（２）　学・社・民の融合による教育の推進

2019年度の実績 2020年度の計画

1
地域と学校パートナーシッ
プ事業

　学校に配置された地域教育コーディネーターを核として、
地域や社会教育施設との様々な活動を結ぶネットワークづく
り、教育活動における地域人材の参画と協働等を推進しま
す。

学校支援ボランティア延べ人数
（区内１校当たり年間）
１，４５０人

学校支援ボランティア延べ人数
（区内１校当たり年間）
１，４００人

2
地域と学校パートナーシッ
プ事業（ウェルカム参観
日）

　パートナーシップ事業の地域への更なる広報・周知を図る
ため、地域の誰もが参加できる「ウェルカム参観日」を区内
の学校で実施します。

・区だより（10/6号）に開催案
内を掲載
・自治協議会（10/24）におい
て開催を周知
・区教育ミーティング（1/23）
において好事例として紹介

・広報のさらなる充実
・ウェルカム参観日実施の支援

3 改築、大規模改修事業等
　学校施設の老朽度や建築経過年数等を踏まえた、校舎の大
規模改修により、子どもたちが安心して学べる安全な施設整
備を進めます。

曽野木小、横越小、大規模改造
工事

亀田中、大規模改造工事

（３）　家庭教育の支援

2019年度の実績 2020年度の計画

1 家庭教育学級
　乳幼児期や児童期など、成長段階における課題などについ
て学びあえる家庭教育講座を実施します。

亀田地区公民館：7事業実施
曽野木地区公民館：2事業実施
横越地区公民館：3事業実施

各地区公民館で実施

事業名

事業概要事業名

第3次工程・数値目標

第3次工程・数値目標

事業概要

基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち　　　　　18



基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち

（１）　文化の振興・文化の創造

2019年度の実績 2020年度の計画

1
「江南区をPR」ジュニア
サポーター

　文化・スポーツの分野で活躍する小・中学生を「ジュニア
サポーター」に任命し、江南区をPRしてもらうことで、文
化・スポーツのさらなる振興につなげるとともに、市内外へ
江南区の魅力を発信します。

・区役所だより、江南区小・中
学校合同校長会、江南区スポー
ツ協会へ周知
・ジュニアサポーター3名を任命

・制度の周知（区役所だより、
小・中学校、体育協会など）
・ジュニアサポーターを通じた
区の魅力発信

2 江南区文化創造事業
　国内外の著名なアーティストや新潟にゆかりのあるアー
ティストによるコンサート、区民が親しみやすい事業の実施
を通じ、更なる文化芸術の創造と振興を図ります。

・新潟県立大学×江南区文化会
館連携事業
・江南区演劇公演
・演劇コミュニケーション講座
・全国社会人落語まつり（共
催）
・江南区国際交流音楽祭2019

・区民ニーズに応じた内容で事
業を実施（年間６事業程度）

（２）　歴史や伝統の継承

2019年度の実績 2020年度の計画

1
江南区郷土資料館管理運営
事業

　江南区の歴史・文化を分かりやすく伝える講座等の実施を
通じ、江南区が持つ歴史と伝統の理解と継承に努めます。

・郷土史講座
　全3回、133名参加
・歴史講座
　全4回、249名参加
・横越昔語りの会
　全11回、212名参加
・子ども体験教室
　全2回（夏・冬）、32名参加

・江南区の歴史、文化に関する
講座等の開催

2 江南区郷土史学習支援事業

　江南区郷土資料館で江南区の歴史や伝統を学ぼうとする小
中学生に対し、ボランティアスタッフによる分かりやすい説
明により江南区の歴史や伝統に対する理解を深められるよう
に支援します。

実施回数：6回（区内小学校6
校）
参加生徒数：290名

・小中学生向け郷土史学習支援
の開催

事業概要事業名

事業概要事業名

第3次工程・数値目標

第3次工程・数値目標

２ 文化が花開きスポーツの盛んなまちづくり

先人から受け継がれた歴史や伝統を継承し、多様な文化芸術にふれる機会の創出や市民が気軽にスポーツに親しめる環境づく

りなど、さまざまな個性が発揮でき、生涯にわたり人が輝くまちを目指します。

基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち　　　　　19



（３）　スポーツ活動の支援・振興

2019年度の実績 2020年度の計画

1
スポーツに親しむ機会の創
出

　ランニングやウォーキングなど身近に取り組めるスポーツ
や、年齢・経験を問わず誰もが参加できるニュースポーツ
（フロアカーリング）などのイベントを実施し、区民がス
ポーツに親しむ機会を創出します。

・ランニングスクール（健康ラ
ンニングセミナー・走り方教室
の後継イベント）　１回
・江南区健康ウォーク　１回
・フロアカーリング交流会　2回

・健康ランニングセミナー
・江南区健康ウォーク
・フロアカーリング交流会
（含、親善大会）等の実施

2
地区スポーツ振興会補助事
業

　江南区内の各地域性に合わせ，より地域に身近なスポーツ
の事業展開を図ることで地域のスポーツ振興・活性化を推進
する区内の地区スポーツ振興会の活動を支援します。

地区スポーツ振興会（亀田・大
江山・曽野木・東曽野木・両
川・横越）を補助金交付により
支援

地区スポーツ振興会（亀田・大
江山・曽野木・東曽野木・両
川・横越）への支援

3 区スポーツ協会運営事業

　生涯にわたるスポーツ活動を広くＰＲし普及活動を行うこ
とで区内のスポーツ人口の拡大を図ります。また、区スポー
ツ協会加盟団体等へスポーツの国際大会等出場者激励金制度
や区スポーツ協会スポーツ表彰をＰＲ・実施することで競技
力の向上に資するとともに区内の優秀な競技者・指導者の把
握に努めます。

・区内スポーツ少年団等照会案
内を区役所に設置。また区HPで
も公開
・スポーツ表彰式の実施にあた
り、会場（区役所）を提供
・区スポーツ協会の会議等で激
励金制度を周知

・区ＨＰ等による区内のスポー
ツ少年団等紹介
・区スポーツ協会スポーツ表彰
式の開催
・スポーツの国際大会等出場者
激励金制度のＰＲ

4
「江南区をPR」ジュニア
サポーター（再掲）

　文化・スポーツの分野で活躍する小・中学生を「ジュニア
サポーター」に任命し、江南区をPRしてもらうことで、文
化・スポーツのさらなる振興につなげるとともに、市内外へ
江南区の魅力を発信します。

・区役所だより、江南区小・中
学校合同校長会、江南区スポー
ツ協会へ周知
・ジュニアサポーター3名任命

・制度の周知（区役所だより、
小・中学校、体育協会など）
・ジュニアサポーターを通じた
区の魅力発信

事業名

第3次工程・数値目標

事業概要

基本方針Ⅳ　未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち　　　　　20



区民がまちづくりの主役として輝くまち

〇さまざまな地域課題解決に向けて、区自治協議会、地域コミュニティ協議会、自治

会・町内会などとの協働をさらに深め、区民が主役となる自治の実現を目指します。

○江南区サービス憲章に基づき、区民の立場に立って迅速・丁寧な対応を目指すとと

もに、多様な区民の声を大切にする区役所づくりを進めます。

【基本方針Ⅴ】
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基本方針Ⅴ　区民がまちづくりの主役として輝くまち

（１）　区自治協議会との協働

2019年度の実績 2020年度の計画

1 区自治協議会活性事業

　区の地域課題の早期解決やさらなる地域の活性化のため、
自治協議会と区役所との連携を強化し、各部会での議論を活
発にする。また、委員研修会などを通じ、委員のスキルアッ
プを図る。

・委員研修会は令和2年3月3日
に開催予定だったが未実施
・延べ41回。まちづくり、安心
安全、環境・教育部会（各11
回）、総務特別部会（2回）、広
報誌発行特別部会（4回）、環境
教育部会実施事業（2回）

・委員研修会の実施
・部会の開催

第3次工程・数値目標

事業名 事業概要

１ 区民と共に歩む協働のまち

さまざまな地域課題解決に向けて、区自治協議会、地域コミュニティ協議会、自治会・町内会などとの協働をさらに深め、区

民が主役となる自治の実現を目指します。

基本方針Ⅴ　区民がまちづくりの主役として輝くまち　　　　　22



（２）　コミュニティ活動への支援

2019年度の実績 2020年度の計画

1
曽野木地区市営住宅跡地
コミュニティ活動拠点整備
事業

　曽野木地区において、地域住民の活動拠点となるコミュニ
ティ施設及び近隣保育園２園の統合を軸とした施設の整備に
向け事業者を選定します。

・地元団体等との意見交換の実
施（全４回）
・公募型プロポーザル方式によ
り、事業実施者を選定し、基本
協定書を締結

・地元団体等との意見交換の実
施
・施設整備に向けた設計

2 地域コミュニティ育成事業
　地域コミュニティ協議会の運営を支援し、地域コミュニ
ティ協議会による持続的な地域の特性を生かしたまちづくり
活動につなげます。

運営助成金の交付　区内8コミ協 助成金の交付（区内8コミ協）

3
地域団体等との意見交換会
の開催

　区民との協働によるまちづくりを推進するため、コミュニ
ティ協議会単位での懇談会を開催し、地域課題についての意
見交換を行うことを通じ、コミュニティ協議会の充実を図り
ます。

・自治会・町内会長新年度説明
会の開催
・区長懇談会の開催（区内8コミ
協）

・自治会・町内会長新年度説明
会の開催
・区長懇談会の開催（区内8コミ
協）

4
江南区未来づくりプロジェ
クト（再掲）

　江南区の豊かな田園・自然環境や、充実した商工業、良質
な住宅地、交通網などの強みを最大限活かすための方策につ
いて、江南区まちづくり協議会や地域住民とともに検討・実
践します。

・江南区PRリーフレット「こう
なんです　こうなんく」の作
成、発信
・人口減少対策に向けたワーク
ショップの開催（４中学校区着
手）

・江南区まちづくり協議会とと
もに「雇用創出」「居住促進」
「交通環境」の視点で、区の強
みを活かす方策の検討・実践
・江南区まちづくり協議会から
の提言を踏まえながら、今後の
まちづくりの方向性をリーフ
レットに取りまとめ、区民に向
けて発信

第3次工程・数値目標

事業名 事業概要

基本方針Ⅴ　区民がまちづくりの主役として輝くまち　　　　　23



基本方針Ⅴ　区民がまちづくりの主役として輝くまち

（1）　親しまれ信頼される区役所

2019年度の実績 2020年度の計画

1 人材育成事業
　職員資質の向上を目的に職員研修を実施するとともに、各
業務に関する専門研修への参加を促進します。

・職員研修の実施（メンタルヘ
ルスセミナー、人権研修など）
・各種研修への参加促進

・職員研修の実施
・各種研修への参加促進

2 窓口改善運動の推進
　区民の視点に立った、わかりやすい窓口対応を進めるた
め、窓口改善運動ＰＴによる改善事項の検討を進め、区役所
庁舎内などの案内表示等の改善を実施します。

1階案内係周辺のレイアウト変更
を実施

案内表示等の改善

（２）　広報・広聴の充実

2019年度の実績 2020年度の計画

1 区役所だより発行事業
　区民に広く情報発信できる媒体であることを活かし、区の
行政情報や各施設の催しだけでなく、江南区の魅力や特徴的
な取り組みを発信し、区民の認知度向上につなげます。

・江南区自治協議会通信を掲載
（8/4・1/19号）
・レンズでキャッチに各地域の
取り組を取材（5/5・6/2・
7/7・8/4・8/18・11/17・
12/1・12/15・2/2・3/15
号）

引き続き、内容の充実を図り発
行

第3次工程・数値目標

第3次工程・数値目標

事業概要事業名

事業概要事業名

２ 区民の声を大切にする区役所づくり

江南区サービス憲章に基づき、区民の立場に立って迅速・丁寧な対応を目指すとともに、多様な区民の声を大切にする区役

所づくりを進めます。

基本方針Ⅴ　区民がまちづくりの主役として輝くまち　　　　　24
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新潟市江南区役所　地域総務課

〒950-0195　新潟市江南区泉町3-4-5
TEL：025-383-1000　FAX：025-381-7090

緑と調和した

賑わいと安らぎのあるまち

江南区


